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Abstract: In this study, climatic factors and regional characteristics of the incidence of heat disorders in elderly people
（65 over ages）in July – September for Tokyo were investigated, 2010.
　65 over ages are more vulnerable to heat than younger people and tend to have more severe heat disorders. It was 
considered that incidence of 65 over ages related to the regional climatic environment because they occurred mainly in 
daily activities. Incidence rate of 65 over ages in the wards area are higher than those in the suburbs of Tokyo. Relative-
ly significant positive correlation was observed between the incidence rate and daily maximum WBGT（wet-bulb globe 
temperature）. It was clarified that the Tokyo Bay area is under a harsh thermal environment as with an inland area 
because high humidity impacted increasing daily maximum WBGT.


















































　（屋外）WBGT（℃）＝ 0.7Tw ＋ 0.2Tg ＋ 0.1Td　（1）























































は，生活形態を考慮して，0 ～ 18 歳，19 ～ 64 歳，65
歳以上の 3 階級とし，65 歳以上を高齢者とした．日本











　図 2 に 2010 年夏季の東京都における熱中症搬送者
数と東京管区気象台における日最高気温および日最高
WBGT の推移を示す．搬送者数は，期間全体で 4,432








Tg ＝ Td ＋ 12.1 ＋ 0.0067 × S － 2.40 × U1/2
（S ＞ 400W/㎡のとき）　　　　　　　　　　　  （3）
Tg ＝ Td － 0.3 ＋ 0.0256 × S － 0.18 × U1/2  　　 



























































図 2 東京都における熱中症の救急搬送者数、日最高気温、日最高 WBGT の推移 
































































（2010 年 7月 17 日～ 9月 16 日）










生率が 54％を占め，19 ～ 64 歳では住宅，道路に次い
で，会社・工場等，建築・工事現場での発生率が 20％
と，他の年齢層より高い割合であった．前者に関しては
る．また，搬送者数のピークは，7 月 21 日～ 24 日，8
月 16 日～ 18 日の二峰性を示し，その殆どが日最高気
温 35℃以上の猛暑日で，日最高 WBGT は 31℃以上（危
険 レ ベ ル ） で あ っ た． 日 最 高 気 温 37.1 ℃， 日 最 高
WBGT32.1℃を記録した 8 月 17 日には，241 人と最も
多い搬送者数であった．8 月 20 日以降も，高温の日が




11 ～ 16 時に 350 人を超えている．高齢者は 12 時，
19 ～ 64 歳は 15 時，18 歳以下は 14 時にピークがみ
られる．18 歳以下はほとんど日中に発症しているのに














図 3 東京都における時刻別にみた年齢階級ごとの熱中症搬送者数 






































































図 4 重症度別にみた年齢階級ごとの熱中症搬送割合             




































   図 5 発生場所別にみた年齢階級ごとの熱中症搬送割合 












































図 6 東京都における日最高気温別および日最高 WBGT 別 
の年齢階級ごとの熱中症発生率 






























































図 6 東京都における日最高気温別および日最高 WBGT 別 
の年齢階級ごとの熱中症発生率 




















































（2010 年 7月 17 日 9月 16 日）
図 5　発生場所別にみた年齢階級ごとの熱中症搬送割合
（2010 年 7月 17 日～ 9月 16 日）
図 6　東京都における日最高気温別および
日最高WBGT 別の年齢階級ごとの熱中症発生率
（2010 年 7月 17 日～ 9月 16 日）
日本福祉大学健康科学論集　第 24巻
－ 15 －




















高 WBGT が 28℃以上になると，急増する傾向が明確に
認められた．
2．熱中症搬送者数の地域的な分布











図 7 区市町村別の高齢者の熱中症発生率（人口 100 万人当たり） 




















































図 8 気象測定局のある区市町村における高齢者の熱中症発生率と 
日最高気温および日最高 WBGT の期間平均値との関係 

















































































図 8 気象測定局のある区市町村における高齢者の熱中症発生率と 
日最高気温および日最高 WBGT の期間平均値との関係 














































































（2010 年 7月 17 9 16 日）























　図 6 によると，高齢者の熱中症発生率は，19 ～ 64
歳に比べて，同じ温度指標の値でも，約 2 倍前後の高
い割合で推移しており，暑熱環境に脆弱であると考えら










































図 9 練馬区、江戸川区、足立区、八王子市における日最高気温別 
    および日最高 WBGT 別の高齢者の熱中症発生率 







































































図 9 練馬区、江戸川区、足立区、八王子市における日最高気温別 
    および日最高 WBGT 別の高齢者の熱中症発生率 














































































































WBGT が高値を示す 12 時頃をピークとした山型であっ
たが，江戸川区では，練馬区ほど明確なピークはなく，
 
図 10 練馬区、江戸川区、足立区、八王子市における気温、WBGT、湿球温度、 
























































































































































































（2010 年 7月 17 日～ 9月 16 日の平均値）
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